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太陽系内小天体探査をプログラム的に進めていくことの検討の中から、探査機の基本構造を「は
やぶさ」と同じにすることで可及的速やかに打上げ、C型小惑星からのサンプルリターンを目指
す「はやぶさ２」が、「はやぶさ」の直近の後継として計画されてきた。「はやぶさ２」では、「は
やぶさ」と同様に表面サンプルを採集すること、搭載科学観測機器により「その場」観測を行う
ことに加えて、小型衝突装置を搭載していき、2 kg程度の弾丸を2000 m/sec程度で小惑星表面に
衝突されることがテーマに加わった。衝突は、爆薬の爆轟により弾丸を加速するEFP
(explosively formed projectile)と呼ばれる機構により行われる。
はやぶさ２プリプロジェクトチームのインパクトサブチームでは、この衝突により行う科学目標
の検討を行った。その過程で、この衝突により小惑星表面に形成されるクレーターの大きさ、表
面に励起される振動の振幅などの予測を行い、科学目標が達成できるかの評価を行ってきた。発
表では、その予測、科学目標の検討結果などの詳細を報告する。
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